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総
会
運
営
規
則｣

に
基
づ

い
て
、
予
め
総
会
案
内
に
議
案

書

(

簡
易
版)

と
資
料
を
全
会

員
に
配
布
し
、
出
席
を
要
請
し

た
結
果
は
、
当
日
出
席

(

１
２

９
名)

・
議
決
権
行
使

(

４
５

７
件)

・
委
任
状

(

１
６
８
件)

で
、
定
款
の
定
め
る
定
足
数
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
定
刻
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。新

定
款
と
総
会
運
営
規
則
に

従
っ
た
２
回
目
の
総
会
と
て
、

決
算
処
理
・
事
業
計
画
等
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
説
明
を

要
し
た
も
の
の
、｢

公
益
法
人｣

と
し
て
の

財
務
３
基

準

(
｢

収

支
相
償｣･

｢

50
％
超

公
益｣

・

｢

遊
休
資

産
保
有
制

限｣)

を
ク
リ
ア
し
、
ま
ず
は

付
議
さ
れ
た
議
案
は
、
提
案
・

報
告
と
も
に
承
認
さ
れ
、
今
年

度
の
事
業
方
針
も
確
定
致
し
ま

し
た
。

前
田
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で

前
日
の
酒
田
ま
つ
り
の
盛
況
さ

に
触
れ
、｢

�
民
活
の
酒
田
�
の

可
能
性
は
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で

あ
り
、
当
会
の
組
織
力
を
堅
持

し
、
公
益
事
業
体
目
指
し
て
地

域
貢
献
を
果
た
し
た
い｣

と
抱

負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ

た
記
念
講
演
会
は
、
時
事
通
信

社
解
説
委
員
の
田
�
史
郎
氏
を

迎
え
、｢

日
本
の
政
治
は
良
く

な
る
の
か
？｣

に
つ
い
て
１
７

０
名
の
聴
衆
を
前
に
、
分
か
り

易
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
先
立
っ
て
恒

例
の

｢

表
彰
式｣
が
行
わ
れ
、

11
名
・
２
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

01234�	5
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昨
年
度
は

｢

公
益
社
団
法
人｣

に

移
行
し
、
新
定
款
に
基
づ
く
運
営
が

な
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
通

常
総
会
に
諮
る

｢

平
成
25
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算｣

は
２
月
19
日

の
理
事
会
、｢

平
成
24
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算｣

は
４
月
15
日
の

第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
審
議
し
、

そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
し
、
承
認

を
得
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

｢

公
益
社
団
法
人｣

と
し
て
、
前

年
度
の
運
営
を
検
証
し
、
今
年
度
の

基
本
方
針
は
引
き
続
き
、

�

税
務
に
係
る
取
組
み
を
中
心
と

し
つ
つ
も
、
公
益
性
比
率
を
重
視

す
る
こ
と

�

厳
し
い
環
境
で
こ
そ
、
組
織
基

盤
の
整
備
に
努
め
、
組
織
力
の
維

持
・
向
上
を
目
指
す

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

｢

総
会
運
営
規
則｣

に
基
づ
き
、

昨
年
度
第
１
回
通
常
総
会
時
か
ら
使

用
を
始
め
た

｢

権
利
行
使
書｣

の
活

用
は
、
昨
年
度
に
比
し
て
は
向
上
し

た
も
の
の
、
期
待
値
に
は
及
ば
ず
有

効
に
そ
の
機
能
を
高
め
る
工
夫
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

役
員
任
期
は
２
年
で
あ
り
、
今
年

度
改
選
期
に
当
た
り
ま
し
た
。
先
の

理
事
会
に
て
、
理
事
38
名
・
監
事
２

名
の
体
制
を
決
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

選
任
投
票
は
新
規
則
に
基
づ
き

｢

個

別
投
票｣

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
時
間
が
掛
か
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
席

会
員
の
手
際
良
い
協
力
で
、
順
調
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。(

新
役
員

紹
介

参
照)

先
の

(

公
財)

全
法
連
が
発
表
し

た

｢

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
実
現
事
項｣

に
見
る
通
り
、
法
人

会
と
し
て
本
務
た
る
取
組
み
で
あ
り
、

消
費
税
率
切
り
上
げ
も
予
定
さ
れ
て

い
る
中
、
中
小
企
業
の
活
力
が
国
の

基
盤
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

国
税
の
み
な
ら
ず
地
方
税
の
電
子

化
施
策
に
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
立

場
で
、
啓
蒙
活
動
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。
電
子
認
証
の
取
得
は
、
法
務

局
ソ
フ
ト
の
活
用
で
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｃ
環
境
が
変
わ
る

こ
と
で
不
具
合
が
生
じ
、
時
間
が
掛

か
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

関
係
方
面
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、 ｢

情
報
装
備
率｣

の

向
上
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

経
営
支
援
の
立
場

で
、
昨
年
度
新
た
に

｢

中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構｣

の
支
援
を

仰
ぐ
等
、｢

公
開
講

座｣

に
積
極
的
に
取

組
み
ま
し
た
。
今
年

度
も
３
部
会
に
あ
っ

て
は
、
可
能
な
限
り

広
く
参
加
者
を
募
っ

て
の
研
修
会
・
講
習

会
の
開
催
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
共
催
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
企
画
に
お
け
る
集
客
力
も
、
組
織

力
の
評
価
に
繋
が
る
こ
と
を
前
提
に

連
携
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

組
織
強
化
の
取
組
み
は
、
今
年
度

も
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
組
織

加
入
率
は
、
そ
の
組
織
の
健
全
性
の

指
標
で
あ
り
、
地
区
役
員
会
を
中
心

と
し
た
活
動
と
と
も
に
、
新
役
員
の

皆
さ
ん
の
新
た
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
も
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

当
会
の
取
組
み
は
、
他
単
位
会
に

比
し
て
、
こ
の
分
野
で
課
題
を
残
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
明

確
に
し
つ
つ
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

������

�
�
�

�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
	


�
�



�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
!
"

�
#
�
$


%
&
'

(
)
*



+
,

-
.
/
'
0



1
2
3

)
	
4
�
5
6



7
-
8

�������� ��
�������� ��

���������������������������� ��
�������� ��

�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��

99999999 99
:::::::: ::

����������;;;;;;;; ;;
<<<<<<<< <<
======== ==
>>>>>>>> >>
)))))))) ))
???????? ??
@@@@@@@@ @@
AAAAAAAA AA
BBBBBBBB BB
CCCCCCCC CC
�������� ��

DDDDDDDD DD
EEEEEEEE EE
FFFFFFFF FF
GGGGGGGG GG
HHHHHHHH HH
IIIIIIII II
JJJJJJJJ JJ
KKKKKKKK KK
LLLLLLLL LL

����������99999999 99



������ � � � � 	� 平成25年７月１日 第４号

$$$$$$$$ $
%%%%%%%% %
&&&&&&&& &
'''''''' '
(((((((( (
)))))))) )
******** *
++++++++ +
,,,,,,,, ,

���������-------- -

���������	
��
���
� ��	
�������

役 職 氏 名 法 人 名 地 区 氏 名 役職・法人名

会 長 前 田 直 己 前 田 製 管 ㈱ 南部 ◎ 斉 藤 淳 ㈱斉藤工業所

副会長 弦 巻 伸 ㈱ 弦 巻 ○ 広 瀬 敏 勝 荘 内 防 災 工 業 ㈱

〃 大 滝 健 二 ㈲ 木 村 屋 河南 ◎ 伊 藤 功 Ｔ＆日本メンテ開発㈱

〃 滝 井 宗 一 ㈱ 滝 井 商 店 ○ 須 藤 重 彦 ㈱ 須 藤 製 作 所

〃 後 藤 毅 荘 内 証 券 ㈱ 遊佐 ◎ 庄 司 茂 正 理 事

〃 平 野 宣 ㈱ 平 野 新 聞 舗 ○ 本 間 知 広 ㈲ ほ ん ま

理 事 上 林 直 樹 ㈱ 上 林 鉄 工 所 ○ 金 子 誠 金 子 建 業 ㈱

〃 大 井 誠一郎 大 井 建 設 ㈱ 八幡 ◎ 阿 部 孝 志 理 事

〃 佐 藤 悌 夫 ㈱ 日 東 軽 金 ○ 高 橋 正 幸 八 幡 燃 料 ㈱

〃 和 島 公 せ ん じ ん 商 事 ㈱ ○ 小 野 浩 弥 ㈲ 一 條 製 材 所

〃 小 林 元 雄 荘 内 振 興 ㈱ 松山 ◎ 池 田 一 喜 理 事

〃 畠 中 昭 治 日 之 出 石 油 ㈱ ○ 渡 邉 辰 雄 ㈱ 辰 ケ 湯 旅 館

〃 池 田 求 ㈱ 千 代 田 ○ 後 藤 俊 ㈲ 後 藤 商 店

〃 高 橋 幸 雄 ㈱ 丸 高 平田 ◎ 今 野 博 理 事

〃 阿 部 孝 志 阿 部 建 設 ㈱ ○ 佐 藤 達 也 ㈱庄内エコポリス

〃 加 藤 聡 加 藤 総 業 ㈱ ○ 小 林 健 車 の み ど り ㈲

〃 加賀谷 勝 也 ㈱ メ ッ ク カ ガ ヤ
� �
��
 ���
� ���
��〃 大 場 弥 市 大 場 建 設 ㈱

〃 井 上 義 裕 ㈱ 新 和 設 備 委 員 会 氏 名 役 職 ・ 所 属

〃 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田

組

織

委

員

会

◎ 滝 井 宗 一 副 会 長

〃 今 野 博 ㈱ サ カ タ フ ー ズ ○ 上 林 直 樹 (北 部) 理事

〃 新 田 嘉 七 ㈱ 平 田 牧 場 高 橋 幸 雄 (駅 東) 理事

〃 齋 藤 博 紀 ㈱齋藤農機製作所 滝 井 宗 一 (中 央 上) 理事

〃 池 田 一 喜 松 山 観 光 バ ス ㈱ 小 林 元 雄 (中 央 下) 理事

〃 川 口 千 晴 ㈱ み な と 佐 藤 悌 夫 (東 部) 理事

〃 秋 山 伊佐雄 酒 田 天 然 瓦 斯 ㈱ 畠 中 昭 治 (南 部) 理事

〃 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱ 加賀谷 勝 也 (河 南) 理事

〃 平 岡 清 康 酒 田 海 陸 運 送 ㈱ 庄 司 茂 正 (遊 佐) 理事

〃 林 浩一郎 林 建 設 工 業 ㈱ 阿 部 孝 志 (八幡・松山・平田) 理事

〃 天 笠 俊 介 酒田共同火力発電㈱ 税
制
委
員
会

◎ 後 藤 毅 副 会 長

〃 佐 藤 剛 宏 菊 勇 ㈱ ○ 阿 部 孝 志 理 事

〃 吉 川 哲 央 東北東ソー化学㈱ 大 井 誠一郎 理 事

〃 渡 部 佐 界 庄 内 園 芸 緑 化 ㈱ 平 岡 清 康 理 事

〃 齋 藤 俊 一 ㈱さいとう精肉店 池 田 順 一 三 水 会

〃 中 村 穣 ハ ク ヨ ウ 電 気 ㈱
総

務

委

員

会

◎ 大 滝 健 二 副 会 長

〃 齋 藤 英 輔 フ ジ ク ラ 産 業 ㈱ ○ 齋 藤 英 輔 理 事

〃 西 村 修 仮 設 機 材 工 業 ㈱ 佐 藤 剛 宏 理 事

〃 大 谷 正 樹 ㈱ 大 谷 事 務 機 阿 部 昭 青年部会ＯＢ

監 事 五十嵐 亮 日 新 開 発 ㈱ 池 田 新 青 年 部 会

〃 高 橋 竹 夫 ㈱ タ カ ハ シ 会 計 南 間 春 子 女 性 部 会

本 間 洋 子 三 水 会
�  !	
�� !� �� !��

広
報
委
員
会

◎ 池 田 求 理 事

地 区 氏 名 役職・法人名 ○ 渡 部 博 夫 青年部会ＯＢ

北部 ◎ 池 田 求 理 事 斉 藤 修 一 青年部会ＯＢ

○ 大 場 弥 市 理 事 大 川 賢 一 青 年 部 会

駅東 ◎ 庄 司 冨由子 ㈲ 酒 田 水 道 設 備 佐 藤 幸 美 女 性 部 会

○ 池 田 順 一 ㈲池田労務行政事務所 鈴 木 啓一郎 三 水 会

中央上◎ 五十嵐 亮 監 事 Web
化
委
員
会

◎ 平 野 宣 副 会 長

○ 菊 池 恒 夫 ㈲ 菊 池 菓 子 舗 ○ 加 藤 聡 理 事

中央下◎ 齋 藤 俊 一 理 事 大 谷 正 樹 理 事

○ 荒 木 照 夫 ㈲ 荒 木 米 穀 店 佐 藤 清 人 三 水 会

東部 ◎ 中 村 穣 ハ ク ヨ ウ 電 気 ㈱

○ 金 内 勝 彦 ㈱キャドウイング
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｢

政
治｣

は
つ
く
づ
く

｢

政
治
家

と
い
う
人
間
の
営
み｣

で
あ
り
、

｢

政
治
家
は
何
で
動
く
か
？｣

は

｢

情｣

と
２
つ
の

｢

り｣
(

利
・
理)

と
言
え
る
。
即
ち
、
半
分
は
情
と
打

算
で
あ
り
、
半
分
は
正
し
い
か
否
か

の
判
断
で
あ
る
。
ま
た
、｢

政
治｣

は
人
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
人
は

決
し
て
個
々
の
学
力
や
学
歴
で
は
動

か
な
い
。
謂
わ
ば
、
行
き
着
く
と
こ

ろ
｢

人
間
力｣

と
言
え
る
。
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長
期
政
権
を
可
能
に
す
る
の
は
、

安
定
勢
力
を
も
つ
こ
と
と
、
政
権
運

営
手
法
を
識
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

大
事
な
意
思
決
定
の
際
に
賛
成
派
が

終
結
す
る
か
、
反
対
派
が
居
残
る
か

で
、
政
党
文
化
の
違
い
が
出
る
。
人

を
視
る
目
が
大
切
で
、
苦
境
の
時
こ

そ
信
頼
関
係
が
で
き
る
。

安
倍
政
権
中
枢
に
は
、
優
れ
た
判

断
力
と
胆
力
を
持
つ
人
材
に
恵
ま
れ
、

夏
の
参
議
院
選
挙
と
そ
の
後
の
政
治

動
向
を
分
析
す
る
と
、
野
党
の
離
合

集
散
の
状
況
も
含
め
、
情
勢
は
自
民

党
に
有
利
に
働
い
て
い
る
と
言
え
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
国
と
の
国
境
問
題
は
、
依
然
厳

し
い
緊
張
関
係
に
あ
る
が
、
経
済
関

係
ま
で
波
及
す
る
こ
と
は
、
今
の
と

こ
ろ
心
配
な
い
と
み
る
。
安
倍
総
理

も
周
辺
国
と
の
対
話
を
重
ね
、
中
国

の
出
方
を
待
つ
姿
勢
を
崩
し
て
い
な

い
。
韓
国
関
係
は
未
だ
複
雑
で
、
中

国
と
は
歴
史
的
経
過
も
違
う
中
で
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
と
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
の

糸
口
が
急
が
れ
る
。

�
�
�
�

原
発
再
稼
働
問
題
は
、
そ
の
安
全

性
で
子
々
孫
々
ま
で
影
響
す
る
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
経
済
に
と

っ
て
は
安
定
的
で
安
価
な
電
力
の
供

給
な
く
し
て
、
そ
の
存
続
が
危
う
く

な
る
虞
れ
が
あ
る
。
雇
用
の
こ
れ
以

上
の
海
外
流
出
で
は
、
地
方
は
成
り

立
た
な
い
。
消
費
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

と
合
わ
せ
、
難
し
い
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

�
�
�
�
�

第
３
極
が
注
目
さ
れ
た
が
、
足
並

み
が
乱
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

野
党
が
競
合
し
て
自
民
党
を
利
す
る

こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
。
マ
ス
コ
ミ

の
本
格
調
査
・
分
析
は
７
月
に
入
っ

て
か
ら
と
な
る
。

�
�
�
�
 
!
�
"
#

｢

流
れ｣

は
絶
え
ず
変
わ
っ
て
い

る
。
本
年
後
半
か
ら
暫
く
は
、
総
選

挙
は
無
い
と
い
う
前
提
で
、
難
し
い

政
治
課
題
に
国
民
の
一
人
と
し
て
判

断
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
り
、
心

し
て
政
治
の
動
向
に
注
目
す
べ
き
と

思
う
。
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本総会で､ 任期満了に伴う役員改選が行われ､
向こう２年間の役員体制が決定されました｡ 退任
の理事５人及び監事１人に代わって､ 理事７人・
監事１人が選任され､ 会長・副会長は､ 引き続き
全員重任となりました｡ (前頁) 新役員の皆さん
をご紹介致します｡

�
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'J KL�

㈱大谷事務機

MN O�

仮設機材工業㈱

PQ RS�

フジクラ産業㈱

TN U�

ハクヨウ電気㈱

PQ VW�

㈱さいとう精肉店

XY Z[�

庄内園芸緑化㈱

\] ^_�

東北東ソー化学㈱

`a bc�

㈱タカハシ会計

$
'
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女性部会が毎年取り組んでいる二大テー
マは､ ｢酒田を識る！｣ と ｢健康に役立つ！｣
であります｡ 今年度､ 早速下記の通り ｢健
康講習会｣ を開催致します｡ 広く会員以外
の皆様にもご参加頂きたく､ お誘い合わせ
の上､ ご来場お待ちしております｡
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当
会
の
役
員
規

程
第
４
条
に
基
づ

き
役
員
定
年
を
迎

え
る
ご
三
方
に
、

前
田
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
地
区

長
・
組
織
委
員
と

し
て
、
当
会
の
会

員
増
強
運
動
に
は

格
別
ご
尽
力
頂
き

ま
し
た
。

羽
田

久
夫

氏

羽
田
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
㈱

上
野

重
征

氏

㈱
ユ
ー
テ
ッ
ク

西
村

慶
治

氏

西
村
鉄
工
㈱

昭
和
56
年
、
当

会
が
そ
れ
ま
で
の

任
意
団
体
か
ら
、

｢

社
団
化｣

し
た

時
か
ら
、
当
会
事

務
局
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
伊
東
百
合

子
さ
ん
に
も
前
田

会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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毎年11月11日～17日に行われる ｢税を考える週間｣ に､
今年度は下記の内容で決定致しました｡
地元縁 (ゆかり) の出演者を中心に､ 大勢の皆さんに
楽しんで頂きながら､ 共に ｢税について考えて頂こう！｣
という趣旨で企画・開催しております｡
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青
年
部
会
は
、
昨
年
度

｢

公
益
社

団
法
人｣

移
行
初
年
度
に
お
い
て
、

酒
田
法
人
会
の
事
業
推
進
力
と
し
て
、

遺
憾
な
く
組
織
力
を
発
揮
致
し
ま
し

た
。｢
総
務
・
交
流｣

｢

税
務｣

｢

社

会
貢
献｣
の
三
委
員
会
と
、
年
７
回

の
役
員
会
を
中
心
に
、
先
進
企
業
訪

問
・
事
業
承
継
・
子
育
て
教
育
等
と

時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動

し
ま
し
た
。
継
続
事
業
と
し
て
の

｢

出
前
租
税
教
室｣

で
は
、
６
年
目

を
迎
え
、
女
性
部
会
の
担
当
校
に
つ

い
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
、
積
極
的

に
取
組
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
期
に
当
た

り
、
新
役
員
体
制
が
次
の
通
り
決
ま

り
ま
し
た
。(

敬
称
略)

本
総
会
を
機
に
卒
業
生
は
５
人
・

新
入
生
は
４
人
で
、
今
年
度
も
組
織

強
化
は
重
要
課
題
と
し
て
取
組
む
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
と
り
わ
け

｢

公
益
事

業｣
を
意
識
し
た
取
組
み
の
展
開
と

な
り
ま
し
た
。
６
月
に
は

｢

南
三
陸

復
興
支
援
ツ
ア
ー｣

を
実
施
し
、
ま

た
８
月
に
は
全
法
連
の
呼
び

掛
け
に
呼
応
し
て

｢

い
ち
ご

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

と
し
て
初

体
験
の
街
宣
活
動
に
取
組
み

ま
し
た
。｢

出
前
租
税
教
室｣

と
連
動
し
て
取
組
ん
だ

｢
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル｣

も
５
年
目
と
な
り
、

応
募
状
況
・
作
品
内
容
か
ら

し
て
、
小
学
児
童
に
対
す
る
税
知
識

の
啓
蒙
に
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

第
２
回
総
会
を
記
念
し
て
の
講
演

会
は

｢

庄
内
に
魅
せ
ら
れ
て
！｣

と

題
し
て
、
中
原
浩
子
氏
か
ら

｢

街
興

し
の
ヒ
ン
ト｣

を
篤
く
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。

女
性
部
会
も
役
員
改
選
期
に
当
た

り
、
平
成
25
・
26
年
度
の
新
役
員
体

制
は
、
以
下
の
通
り

今
年
度
役
員
５
人
体
制
で
運
営
し
、

機
動
性
を
見
定
め
な
が
ら
、
会
員
間

の
交
流
を
深
め
、
活
動
の
充
実
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

会
員
企
業
の
実
務
者
研
修
会
と
し

て
活
動
開
始
し
て
44
年
。
部
会
体
制

に
切
り
替
わ
っ
て
１
期
の
経
過
の
中

で
、
他
部
会
と
の
共
催
事
業
に
も
積

極
的
に
取
組
み
ま
し
た
。
毎
年
の
よ

う
に
変
わ
る
税
制
改
正
の
内
容
を
検

証
し
、
新
た
に
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
か
ら
の
支
援
を
仰
ぐ
等
、
よ
り

幅
広
く

｢

経
営
に
役
立
つ｣

情
報
を

収
集
・
研
修
に
努
め
ま
し
た
。

第
２
回
総
会
と
同
時
に
行
わ
れ
た

４
月
例
会
は
、｢

円
安
と
株
価
上
昇

に
伴
う
地
方
経
済
へ
の
波
及
効
果
に

つ
い
て｣

と
題
し
て
、
東
北
財
務
局

山
形
財
務
所
長
の
菅
原

高
氏
に
よ

る
講
演
で
、
経
済
指
標
を
基
に
し
て

県
内
の
景
況
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。三

水
会
も
今
年
度
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
新
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

今
年
度
も
経
営
実
務
講
座
を
中
心

に
、
年
間
計
画
と
担
当
幹
事
を
決
め

て
の
取
組
み
を
展
開
し
、
可
能
な
限

り

｢

公
開｣

に
努
め
つ
つ
、
そ
の
内

容
充
実
に
努
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。
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杉
山
道
弘

�
�
�
�

池
田
新
・
佐
藤
博
信

大
川
賢
一

�
�

齊
藤
薫
・
阿
部
健
太
郎

上
林
え
り
・
畠
中
秀
昭

保
科
泰
昭
・
若
村
光
司

佐
藤
大
・
齋
藤
洋
平

佐
藤
達
也

�
�

�
�

�
�

�

佐
々
木
聖
子

�
�
�
�

佐
藤
幸
美

�
�

南
間
春
子
・
野
口
美
保

荒
生
多
鶴
子

�
�
�
�

	


�
�
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�
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池
田
順
一

�
�

鈴
木
啓
一
郎
・
佐
藤
清
人

池
田
信
也
・
本
間
洋
子
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